








小児慢性腎炎患児に定期的に縄跳び負荷を行い、その前後の Ccr、尿蛋白定性と尿中微量

アルブミンの変動より日常の生活管理、運動処方のひとつの指標として用い得るかを検討

した。経時的運動負荷例での検討を含め、臨床的寛解例、組織学的軽症例では負荷による

Ccr、アルブミンの変動がより少ない傾向であった。Ccr、尿蛋白定性、尿中微量アルブミ

ンの負荷前後の変動パターンを日常生活管理のひとつの指標とすることは妥当と思われた。 


